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食品の腐敗に関与する Bacteriaの内の aerobic sporeforming bacteriaはその自然界
に於ける分布の広いこと， amylase activity，protease activityの強いこと等の為に最も
重要な菌群のーっとされているo Fruits，Tomato products，Bread，Sugar and Sugar 
and Sugarproducts，Fish and Fish products，canned meat，Sausage，Sour Beef， 
Smoked田 Beef，Egg，Egg products，米飯，あん類等従来からいろいろの食品から本菌が分
離された報告(1)(のがあるが本菌属の菌種，菌株の多様性の故に腐敗細菌としての役割について
の記載は統一性がない。何といってもこの菌属は好気性細菌の王者であって自然界に於て絶え
ず生存競争の試練にさらされてきているので，一株一株の個性が強く生活環境の巾が広いので
他の細菌に比して変異が多く系統的の研究が困難であるO 本菌属の分類学的の研究は Cohn(3)， 
Ford，(4)， Smith(5)等によって押進められてきたoBreedの Bergey'smanual 1948年版ぺ
は Smithの研究を採用し好気性中温菌丈で 19菌種に整理し A，B，Cの 3菌群に大別して
いるoA群に属するものは sporeが ellipsoidal或は Cylindricalで spor.angiaが明確に
は膨隆しないもので， B. subtilis，B. cereus，B. megatherium，B. mycoides等の有名
な菌種を入れて 8菌種が含まれる。当研究所に於ては魔敗細菌の系統的研究の一環として本菌
属の研究を行ってきており，仲村〈7L 佐野仰， 中島(9)等の研究があるO 最近になって山崎義
人(10)は，乙の A群の細菌について食品細菌としての立場から詳細な研究を行った。著者は B
群に属する菌について山崎の研究に引続さ分類，魔敗細菌としての意義，抗菌物質に対する感
受性，食塩，熊糖に対する抵抗性等について実験を進めてきたのでそのあらましを記載する。
菌株の分離，蒐集
木菌群に属する菌種は N.R. Smithの書物では 
Group nsporangia definitely swollen by oval 
sporesに合致するもの， Bergeyのmanualでは 
B.spore e1lipsoidal，central to terminal，wa・ 
1s thick，remnants of sporangium often adh-
ering. Sporangia distinctly bulged，spindel 
and racket forms.の記載に包含されるもので，
具体的には B.polymyxa，B.macerans，B. circ 
ulans，B. alvei，B.laterosporus，B.brevisの 
6菌種 (Smithは更にB. stearothermophi1us， 
B. pulvifaciensを入れている〉である。
分離培地には普通寒天培地，合成培地，酸酵管培
地等を用い，資料は土壌，食品，汚水，綿実，空気
等を使用し時には加熱したものを材料とした。結局
分壌をうけた菌株をも含めて 33株を蒐集菌株とし
たがその内訳は分壌株2，土壌から 26，綿実から 2，
汚水から 2，空気から 1株である。
分離菌株の同定と分類
上記分離菌株について Bergeyの manual並び
に N. R.Smithの単行本 AerobicSporeform-
ing Bacteriaゐ実験方法及び記載を参照しつ L形
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態学的並びに生化学的性状を詳細に検討し，これら 
の成績に基いて分類を試みた。菌株中には定型的な 
性状をもって容易に同定出来たものもあるが atyp-
icalのものはその同定は極めて困難で Smithの詳 
細な記載を精読しても尚充分に納得し得ないものが
あった。分離菌株の性状について略記すれば下の如
くである。
1. B. polymyxa，B. macerans group) 
含水茨素からガスを産生する特異の性質をもった
菌群で馬鈴薯培地に発育させると旺盛にガスを発生
するので他の芽胞菌との鑑別は容易である。この群
に B.polymyxaと B. maceransの 2菌種が含
まれている。 B. polymyxaはポリミキシ y産生
菌(11)として有名であり， starchから crystalline 
dextrinを産生する点で B. macerans と区別さ
れ， 叉 B. maceransが starchを醸酵しガスと
共にアセトン，エチルアルコールを産生するのでア
ルコ ~l1.- 臭，果実臭，エステノL 臭を発生する点で前
者と鑑別出来ると記載されている。叉 macerans 
が合成培地の発育に biotinの他に aneurineを必 
要とする点で区別出来ると云う文献もある。著者は
坂口研究室から B.polymyxa (AH--22)の分譲を
うけ土壌から別に 1株 AH-23株を分離した。当研
究所に於て志賀は 10株の polymyxa-macerans
groupを分離し，木村(山が食品衛生学的の立場か
ら医科歯科大学に於て研究しているが著者もこれら 
の株の分譲をうけて検討した。木村によれば AX-1， 
3. B.alvei. 
1895年 Cheshireand Cheyneが foulbrood
にかかった蜜蜂の巣から分離した菌で最初は foul-
broodの原因菌と思われていた。併し特殊なもの
ではなく一般的に分布している。寒天平板上に薄い
層をなして一杯に拡る集落を作る。 Smithによれ
ば表面のかわいた寒天で、はミグロコロニ{が集落の 
周囲から伸び、拡っていって平板を覆うようになる
が，これは横に並んだ菌が東になって動いてゆく為
であるとし、う。併し独立した表面が粗で、コ、、ム様の感
じの円い集落を作るものもある。分類の keyvこな
る性状は，普通の培地によく発育し proteose-pep-
tone broth で最終 pH 値が 5.0~5.8， starchを水
解L， V-p反応陽性，硝酸塩還元陰性，チトラ{ト
培地で発育陰性イシドーノL陽性， xylose，arabin-
oseが陰性である。 KatsnelsonCl4)ちは B. aluei 
と B. para-alveiはちがった栄養要求があって異
る種としているが Smithは同一菌としている。
KnightCl5)らは叉木菌の栄養要求について詳細な
patternを報告している。著者の株でこれらの性状
に→致する株は AH-8，AH-3，AH-13の 3株であ
る。 Smithによれば本菌はインドール陽性である
が本株は陰性で、あった。叉これらの株の集落の形態
はむしろ Smithの記載の variationの部類に属 
する。
4. B. laterosporus. 
1916年 Laubachが水から分離した芽胞菌の芽 
AX-2，AX-7，AX-10はB. macerans，AX-3， 胞が菌体の横に沿って eccentricallyに生ずるこ 
AX-9はB.polymyxaで AX-4，AX-5，AX-6， 
AX-8，はそのいずれか判定出来ない株であるとい 
う。 
2. B. circulans， 
1890年 Jordanにより始めて記載された菌種で，
Ford，Smithらによって詳しい研究がなされた。 
普通は平板に一様にうすく拡がる集落を作るがとき
に培地上を廻転してコロニーの輸を作ることがある
ので circulansの名がある(13)。分類の keyにな
る性状は普通の培地によく発育し， proteose-pept-
one broth で最終 pH 値が 5.0~5.8， starchを水
解ー，	 V-p反応陰性， アシモニヤ窒素と康糖から酸
を産生， xylose，arabinoseを利用する等の点で
ある。著者の株でこれらの性状に一致する株は， 
AH-I0，AH-15，AH-17，AH-19，AH-20，AH-27 
の6株であった。しかし集落の形態は定型的のもの
は無くむしろ安異株と思われるものであった。 
とから B. laterosporus と名づ、けた。 1912年に 
Whiteが分離したB. orpheusも本菌と identi-
calであるとされている。集落はうすく拡がる性質 
を有するが， 円形， 粗で不整形或は opaqueのも 
のもある。分類の keyとなる性状は proteose-
peptone broth で最終 pH 値は 6.0~6.4， starch 
を水解せず，硝酸塩還元陽性， v国 P反応陰性，チト
ラー  1トメジウムでの発育陰性，イ y ドール反応陽性
等である。著者の株でこの性状に一致する株は AH
-11，AH-12，AH-21，の 3株であるがインドール 
反応はし、ずれも陰性で、あって Smithのを載に一致
しなし、。この点むしろB. pulvifaciens (Smith) 
に近し、かも知れない。
5. B.brevis. 
との菌もその研究の歴史は古< Fluggeが 1894
年に Baci1lus lactisとして報告したものであり
1900年に Migulaがこの株に新にB.brevisと名
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づけたのである。この菌は近年になって Dubos(16)
が gramicidin，tyrocidinの産生株として詳細な
研究を報告し，抗生物質研究の先駆的の役割を果し
て以来その名が広く知られる様になった。集落はう 
c1avateのものが多く見られた。
斜面寒天: B. polymyxa特に AH-22，AH-23 
は普通スラゾトで極めて弱し、発育を示す。 macera-
nsも喜弘、が日がたつにつれて発育が強くなる。
すく，培地面に一様に拡る性質を有しているが孤立‘ starchagarだと発育は旺盛で、ある。 B.cireulans J
した小さい集落を形成する株も少くない。分類の
key となる性状は先ず proteose-peptonglucose
brothで最終 pH値が 8.0以上になる点がこれま
で述べた菌と著しく異る点である。 B. laterospo帽 
rusと同様に starchを水解せず v-p反応は陰性，
リトマスミルグを消化し，硝酸塩を還元し，馬鈴薯
培地によく発育する。 xylose，arabinoseを分解
しなし、。叉斜面で湿潤した菌苔，ブイヨンで強し、平
等の混濁を来す点も特徴的である。著者の株で本菌
種群に一致した株は日本生物科学研究所にて Gra-
micidin J産生菌として保存された株を分譲をう
けた AH-24(著者の番号〉の外に AH-25，AH-4， 
AH-6，AH-14，AH-16，AH-18，AH-29，AH-26 
の9株であった。
以上の分離株の分類の結果を表示すると第 I表の
如くになる。
第 1表
菌種名 株数 
B. polymyxa........................... 5 

B. macerans .............. 7 

B. circulans .............. 6 

B. alvei ................. 3 

B. brevis ............... 9 

B. laterosporus .........・・ 3 
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形態学的並びに培養所見
菌形及び芽胞: polymyxa-macerans groupの
株は vegetative cellは細長く端正のものが多く
chainをなさず。 sporangiaは膨隆し形はc1avate
のものが多い。 sporeは oval或は cylinderであ
る。 B.circulansの各株は菌形は 0.8x 2.0 --4.0μ 
のものが多く， chainをなすものもあり sporangia
は記載の如く明確のもの少く， sporeは ovalのも
のが多かった。 B.alvei，B. laterosporusは類似
しており， sporeをもった vegetative cellがつ
ながって長い列をなしており， sporangiaは明確に
膨隆している。B.brevisの諸株は細く小さい菌形
をなし， AH-6を除き普通寒天上で， spore; spo・ 
rangia，が現われにくい傾向がある， sporangiaは
の各株は菌苔が cream状で不透明の比較的厚い組 
の発育を示し文献の示す所と異ってし、るが，これは 
偶然 variantだけを集めたものかも知れない。 B.
brevisは総て湿潤したうすい斜面に拡がる発育を 
し類結水に sedimentが多量に出来るとし、う特徴
ある所見を呈した。
プイヨシ: B. polymyxa-macerans groupは
うすい平等の発育をB. brev恰は強い平等の混濁
の発育を来すのが特徴であった。
リトマスミルグ: polymyxa圃 macerans株はガ
スの産生，療国が見られ消化は AH-22，AH-23に
見られた外は殆んど認められない。B.circulans群
は coaglation，slow coaglat-ionを示す株と療間後
消化を来すものがあった。B.alvei，B. laterosp-
orusも同様である。 B.brevisの各株は直ちに消
化する傾向が見られた。
窒素化合物の分解作用
ゼラチンの液化: 各菌種群共に Gelatinを水解・
する作用は強し、のが普通であるが， ときに陰性の株
のあることが記載されている。供試菌の内 B.alvei 
の AH-13，B. laterosporusの AH-ll，B. bre-
visの AH-14の 3株が陰性， B. circulansの 
AH-I0が弱L、陽性の外は総て強い水解作用を示し
た。
カゼインの水解:蛋白分解酵素活性を定性的に
調べる方法のーっとして本試験(17)は必要である。
カゼイシ平板に菌を移植し，周囲に生ずる透明帯に
よって判定した。供試菌株中 B.brevisの AH-29， 
AH-26の両株が陰性の外は総てi強い水解性を示し 
た。
ミルグの消化作用:直ちに牛乳カゼインを消化
するもの，一旦競国後に消化するものに二大別され
るが，消化作用の強弱は上記の平板法程明確でな
し、。特に polymyxa-maceransgroupの如く co・ 
agulationの強い菌種ではときに消化作用の判定が
遅れる。
インド{ノL反応: Bergeyの manualには本菌
屑の Indoleproductionについては特に記載して
ない菌種が多い。 Smithの単行本にはB.alvei'と 
B.laterospoI usが Indole陽性と記載しである
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が，著者の分離株には陽性株は一例も見出されなか 
った。
硝酸塩還元作用: B. alveiが硝酸塩還元能を有 
しない外は総て硝酸塩から亜硝酸塩を生ずる筈であ 
る。この反応は菌株の同定に利用されている。供試 
菌の B.alvei 3株の内 2株は陰性であったが AH 
-13は陽性であり，本株をB. alvei ~こ入れるのに
疑問を抱かせるものであった。
ウレアーゼ: 本菌群の ureaseactyvityは B. 
circulansに usuallynegativ ~とある丈で他は陰
性に記載されている。著者の株ではB.brevis AH 
-4，AH-6の両株が陽性， AH-29が弱陽性， B. 
alveiの AH-3が弱陽性であった。 
Glucose pτoteose-peptone broth: 上述した
様に本培地に於て pH値が弱酸性に止るか，弱アリ
カリに達するかの判定は菌株の同定に於ける重要な 
keyの一つになるわけであるが同時にグルコース
存在下に於けるペプトンの分解，アンモニヤ産生の 
特徴を示すもので，供試菌では B. brevisのみが 
本培地で最終 pH8.0以上になっている外は 5.0--
5.8或は 6.4程度に止った。
以上の各検査の成績から窒素化合物の分解作用は
全般的に活震で B.subtilis，B. cereus等の菌群
と並んで、蛋白分解菌の特性がうかがえた。
澱粉質，一殻糖類醸酵作用
馬鈴薯培地に於ける発育: starchを利用しない
菌種をも含めて馬鈴薯培地上の発育は良好であっ 
た。特に polymyxa-maceransgroupはその発育 
が旺躍なばかりでなく盛んにガスを発生した。叉ア
;l.-コール限酵臭，果実臭を出す株が多く認められ 
た。
澱粉の分解:、澱粉の水解作用は本菌群の分類土
の重要な keyの一つであって， polymyxa-mace-
rans groupCl8¥ B. circulans，B. stearotherm-
ophilis，B. alveiは陽性， B. laterosporus，B. 
pulvifacieus，B. brevisは陰性となっている。著
者の株の内 B.brevisに入れた AH-4，AH-6の 
2株は陽性を示したが他の株は Smithの記載と一
致した。この澱粉質の分解作用は植物性食品の斐敗
の原因をなすもので，後述の腐敗実験で、示した如く
澱粉水解作用のない B.brevis，B. laterosporus 
は米飯を斐敗させる作用が極めて弱く，好気性芽胞 
菌の中で例外的のものと云うべきである。
Voges干roskauer反応: プドー糖から acethy-
lmethyl carbinolが産生される反応をテストする
V-P反応試験は一般に pepton，glucose，K2HPO壬
の培地を用いているが Smith(19)等は燐酸塩が
aCBthylmethylの産生を障碍することを実験し
K，lHP04の代りに NaClを用いている。著者も
Smithの方法を採用した。:本菌群の分類に於ける
V-P試験は極めて重要であるので慎重に行った。 
polymyxa-macerans群に於て B. polymyxa は
陽性， B. maceransは陰性である。 
Fermentation tests:本菌属の糖分解をテスト
する培地を普通のペプトン水からの Barsiekow培
地で行うと，ペプトヅを分解して早期にアンモニヤ
を産生し利用し得る糖の分解による酸を中和してそ
の判定に誤りを起し易し、。そこで N.R. Smithら
は Basal mediumの改良を行し、 (NHD2HP04 
1.0gm.: KCI 0.2gm.: MgSU4 0.2gm.: Yeast 
extractf 0.2gm. :の処方のものを用レ ammonia-
cal nitrogenで増殖する菌株の場合はこの改良法
が適当であると報告している。著者も普通の Bars-
iekow培地と Sniithの愛法培地を用いて実験し
た。著者の経験では本菌属の糖分解テストは Smith 
の方法を用いても可成不安定なもので試験する度に
少しづ、つず、れた成績が出て判定を 20日間の培養に
宣って行っても困難を感じた
其の{也の生物学的性状 
Haemolysis :好気性芽胞菌には溶血性を示す菌
種が多いが著者の菌株では B.circulans，B. lat-
erosporus，B. alveiの全株が陽性， polymyxa-
macerans groupでは AX-22，AXー23を除いて
陽性， B.brevisでは半数が陰性を示した。
Sodium citrate培地に於ける発育: Bergeyの
分類書にはグエン酸ゾーダを唯一の炭素源とする培
地に発育するか否かが菌種同定の一助となる事が記
載されているが著者の株では成績はまちまちで分類
の規準とならない様で、あった。 N. R. Smithの記
載には必ずしも重要視されていなし、所から見て本培
地の所見は参考に止める方がよいと思われる。
増殖の条件に関する実験
1. 合成培地に於ける増殖:燐酸アンモニウム
を窒素源とした ammonium-glucosesynthetic 
mediumに於ける増殖を見ると第 2表に示した様
である。 polymyxaの 2株， B. brevisの7株，
B. circulansの1株が発育不能で、あった外はよく増
殖し。たKatznelson(14)， Knight(15)等の研究によれ 
ば B.polymyxaは growthfactorとして biotin 
を B.maceransは biotinの外に aneuritlを必要
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第 2表合成培地に於ける発育(数字は菌株数〉
一戸一語、ー雪\杢~I 発育陽性 陰性 。 2 
B. circulans 5 1 
B. alvei 3 
B. polymyxa 
B. laterosporus 3 
2 7B.brevis 
。。 
13 10 
とする叉 B.brevisは biotin，aneurin，nicotinic 
acid等を必要とすると報告している。 B. brevis 
の発育した 2株はAHー26，AH-6であり，外の株と
他の点でも異る性質をもったものである。 B.circ-
ulansの発育不能株は AH-10株である。
2. 嫌気培養に於ける増殖: 黄燐燃焼法による
嫌気培養法を用い， プドー糖寒天で 72時間培養し
て発育の有無を判定した。 B.polymy玄a，.B.circ-
ulans，B.alveiは共に嫌気培養でよく増殖した。
B.laterosporusの 1株 AH-12が陰性で、あったο
B. brevisは 5株が陰性， 2株が土の成績， 1株 
(AH-4)のみが増殖を見た。 
3. 発育温度: 370C，270C，5 ~ 70Cの 3段階
で発育可能範囲を見たが 37
0
Cで全株が発育， 270C 
でも全株が発育， 50Cでは 48時間で増殖する株は 
見られなかった。
4. 発育 pH域: pH 4.0で発育のもの 6株，
pH 5.0で発育出来ないもの 15株， 9.0で発育出来
るもの 19株，発育出来ないもの 2株としづ結果で
酸性培地で発育出来た 6株は macerans AX-10， 
circulans AH-10，AH-19，B.laterosporus AH 
-11，AH-12，AH-21，B.brevis AH-18株であっ
た。 
各種食品に単独接種した場合の腐敗実験，蒐集菌 
株が各種食品に対して如何様の腐敗力を有するか
弘一定条件下に観察するいわゆる実験腐敗を行つ
た。方法は山崎(0)の方式にならったが魚肉の場合 
，は出来る丈ガラスの蓋物を利用して好気的条件にし
た。保存温度は 370C或は 270C" 7自に亘って観察
しその聞におこる臭気，肉質の安化， pH値の愛動
等を記載した。ー肘は強い安化，廿は中等度，+は
~8し、程度，ーは殆んど無安化の場合を表現した。
加熱魚肉: B. polymyxa AH-22，AH-23株は
肉質を強く破壊し，臭気も+ト， pH 6.8から 4日で 
8.2になる。 B.circulans群は比較的肉質の安化少 
く十から+ト程度， pH値は 8.0-，8.2とアルカリ性
になる。 B.alveiは更に弱く十或は土程度，特
に AH-8は pH値の~i化も少く弱し、作用しか見ら
十は肉質密化+，laterosporusB.れなかった。 
程度， pH 値も株により異るが 7.2~7.6， 7.2~8.6 
に~化している。 B. brevisは肉質の愛化は強く，
肉に赤i未を帯びさせ腐敗臭も強し、。 pH'値は 7.0，.，. 
8.2程度である。但し AH-6株は態度が異り腐欧力
が弱し、。ヲ
生の鯉肉: 生きている鯉の肉質を可及的に無菌
的に採取し底部に食塩水を入れた試験管に菌を移植 
して 270Cに保存した。この場合は肉蛋白質が主で
あってエキス:分が無いので肉質が自己消化を来すま
で菌の増殖に必要な成分が得られないわけである。 
併し大部分の株がよく増殖した。肉の破壊力は菌種 
別のみならず菌株により著しく異った成績が得られ
た。B.polymyxaでは中等度の強さ，.B. circulans 
は加熱魚肉の場合と反対に強い作用を示すものが多 
く， AH-20，AH-17，AH-19株等は肉質の愛化も 
腐敗臭も著明で pHも速に上昇した。但しAH-10， 
AH-15株ではむしろ弱し、作用しか見られなかった。 
B.alvei，B. laterosporusは pHは上昇するが 
特に強い腐敗力は示されなかった。B. brevisで
は AH-16，AH-14，AH-4，AH-25が叫， -!十で
AH-24，AH-6，'AH-18，AH-26が十， AH-29は
土という風にその作用はまちまちで加熱魚肉の場 
合とは異った態度が見られた。 
米飯:高圧 1200Cで炊飯した無菌の米飯に菌を
移植した。 polymyxaでは強く米飯を液イじさせすえ
た臭を発し pHは 5.8，5.4と酸性化した。 B. cir-
culans，B. alveiも殆んど例外なく米飯を強く腐 
敗させたが B. laterosporus，B. brevisは澱粉
71<解力がないので、米飯に何等の~化もあたえないし
〉，21九張谷〈(20値も殆んど不安であった。長野pH
佐野(8)らが本菌扇の多くの菌種で証明した如く米
飯，麺類の腐敗は芽胞菌のみに可よるものであるがこ
Lにあげた菌株ば芽胞菌中で、例外的の存在を示した
ものである。
煮た大豆:豆類の腐敗も芽胞菌によるものが多
いが本菌群ではその作用は B.subtilis等に比して
弱し、様で、あった(0)。全般的に豆を軟化させる作用 
には時間がかかり 7日で十件になる株は AH-10の
みであり，納豆臭を発した株は polymyxaAH-22， 
AH-23，B. circulans AH-15，AH-27，B. later-
osporus AH-ll，B. brevis AH-4，AH-26等で
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あった。他はせいぜいート， -l十の程度を示した。 第 2図マグロ肉単独移植による 
魚肉ねり製品: 魚肉ねり製品の表面に生ずるね pH値の愛動 
とは芽胞菌によるもので本菌属はねり製品の主要腐 AH・13 
敗菌である。実験の成績は可成複雑で叉予想外であ
った。 polymyxa，macerans，circulans，alvei 
等は大部分の株が板付カマボコを強く腐敗させた。
同じ搬粉分解力のなし、菌種でも B. brevisがそれ
程カマボコに愛化を与えないのに B.laterosporus 
の方は AH-21株は強く AH-12は中等度に腐敗さ
せると云う結果であった。
分離菌による腐敗の化学的検査 
1. 揮発性アゾモニヤ態窒素の定量，
高さ 6cmの深型ガラス容器の底に滅菌水を入れ，
小型シャー vrこ収めた滅菌鮪肉をおき被験菌の浮遊
液を二三滴移植して 3TCVこ保存し遂時的に一部分
をとり出して検体とし叉一部は滅菌鮪肉をホモジナ
イずーにかけたものに菌を接種して NH3-Nの定
量， pH の~動等を調べた。 NH3・N の定量法は衛
生検査指針に従った。その成績は第1図に示した如
く NH3-Nの生成は菌株の別なく強大であって 24
時間で 30mg%線を超えており 48時間以後は急速
に進行した。
第 1図 マグロ肉単独移植による 
NH3・N 生成曲線 
-6mg? AH-IO 
6.61 f 
/ノ/A/HAA，6EL26 
6.4 
A一一H一一一-し22
24 48 72 
Time in hours 
第3図 
1201mg96NH3-N 
110 
100 
90 
80 
ハ UAUAUnunU54321
AH-21 
AH-13100 
50 
24 48 72 
Time in hours 
この際の pH値の斐動は第 2図に示した如く下
降することなく除々に土昇するカーブを画いた。強
いアシモニヤ産生を示した AH-I0，AH-13，AH-
21の 3株について同時に好気性と嫌気性培養によ
る NH3-Nの差異を比較したのが第3図で、あって，
好気性培養の場合，強い分解力を示したのに反し嫌
気性では極めて弱し、アンモニヤの産生しか見られな
24 48 76 
Time in hours 
実線は好気的，点線は嫌気的
かった。これらの株は嫌気状態でもよく増殖する株
であることは勿論である。 
2. ヒスタミンの産生とその分解作用
腐敗細菌による腐敗アミンの産生については当所
に於ても宮木，佐竹，林，相磯らにより研究されて
いるが著者は芽胞菌のヒスチヂy脱茨酸作用につい
て検討したοhistidineを唯一の窒素源とする合成
培地に於ける発育を検することによって， グルコー
スの存在に於てヒスチヂユ/を脱茨酸する菌の存在を
調べた。併し一株も発育する菌は存在しなかったの
で改めて casaminoacid glucose培地に増殖させ
た菌によってルツター法によってとスタミシの産生
を調べたが矢張り陽性株は見出されなかった。キ目磯 
(22)らの報告によっても.Group工の菌株25株中
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ヒスタミン産生株は無い様になっているので，芽胞
菌は histidineを脱茨酸する作用は認められない
と断定しでもよい様である。芽胞菌のアミシ分解作
用については藤田明〉が B. subtilisの 2株につい 
て報告しているが， B. subtilis 55はヒスタミン，
カタベリン，プトレスチン，ブエネfノレア ξ::/，コ
リンを好気的に分解し， B.subtilis 67はヒスタミ 
ンのみを酸化している。著者はヒスタミシを唯一の
窒素源，炭素源とする合成培地に於ける発育を見る
ことによって histamineoxidaseの有無を判定し 
たが，第3表に示す如く，!lf盛ではないが発育の見
られたもゆ 16株で他の 13株は全く或は殆んど増殖
が見られなかった。
第 3表	 Sporeformingbacteriaの 
histamin oxidation 
むと~trt~_~_w_gro___ 
abandunt 0 
weak 16 
taint or no 13 
円 。  
29 
histamine hidrochloride ... 0.2%， 
KH2PO壬 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・0.2H
MgS04 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0.01 
NaCl ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.5 
pH: 7.0 
抗菌物質に対する感受性の分布
1. 抗生物質 
芽胞菌は一般に抗生物質に対し高い感受性を示す
菌として知られている。山崎の実験でも各種抗生物
.質に低濃度で発育が阻止されており， aureomycln， 
streptomycinの 10 r/ccに抵抗する菌株は無し、。
著者の実験でも第4表に示した如く aureomycin
に 1.0 r/ccで阻止される株が 20株，あとの 3株も 
10 r/ccで阻止されてし、る。 0.01r/ccで阻止され
ている株が4株あり polymyxaの2株， brevis， 
laterosporusの各 1株で、あった。 chloromycetin
にも大体同様の感受性を示した。 streptomycinに
第 4表各種抗生物質に対する感受性の分布
各濃度で発育が阻止される菌株数
二孟rcs--!}_三I0 0.01 0.1 1.0 5.0 10 
Aureomycin 
は 7株が 0.01 r/ccで， 25株が1.0 r/ccで阻止さ
れ 10 r/ccで発育する菌株は矢張り見られなかっ
た。
penicillinに対しては抵抗株が見られ第5表に示
す如く B.alvei AH-3株は 10，000単位でも増殖
し B.alvei AH-8は 5000unitで増殖， 同じく
B. alveiは 312.5unitで増殖し B.alveiの3株
が総て強い抵抗性が見られたことは興味ある点であ
る。 polymyxaA Cl-22，AH-23は感受性が高く，
0.62unitで阻止された。他の株も大体 10単位以下
で阻止された。
第 5表 Penicillinに対する感受性と抵抗性 
370C，48 hrs 
三てご一一一一一単 位 I - I + 
菌保 一一一一-1 -，-
瓦二i-i	 AH-3lun而 1110，000 
AH-8 I10，000 I 5，000 
AH-13 625 312.5 
B.brevis AH-26 625 312.5 
AH-4 
AH-24 
7.5 
7.5 
2.0 
2.。
，B.polymyxa AH-22 0.62 0.31 
AH-23 0.62 0.31 
2. 合成防腐剤
芽胞菌はフラン誘導休に高し、感受性を有する菌で
あるが山崎，相磯(24)らの実験も強い作用を示して
いた。著者の成績では第 6表に示した知く Furas-
kinに対して 10万倍で阻止される株は 3株。 200万
倍で阻止される株が 5株あった。 Z-furanは更に 
強く阻止されて 200万以上で阻止されるものが6株
もあった。 Dehydroacetic acidに対しては 1000 
倍で阻止される株は 2株， 500倍で阻止されるもの 
6株，他の 13株は 500倍で発育すると云う成績であ
った。
第 6表 フラン誘導体に対する感受性の分布
各濃度で発育が阻止される菌株数く単山 104)
稀釈倍数 I0 	5 10 50 100 200側 800 
Furaskin I23 1 2 15 0 5 0 
Z-furan 22 0 2 0 14 3 1 2 
食塩及~薦糖に対する抵抗性
ワ 臼  qa--qLH
qfuqo
Chloromycetin 
Streptomycin
457
41P0 
Tta 一 一  AU 	 qa 食塩: 山崎の実験によれば芽胞菌の A群に属す
ワ白ワ
噌 ' ム
hH
5 
守 っ 
ム
EdqL
る菌株の食塩耐性は 25株r115%食塩濃度では全株
が発育し 10%でも 21株， 15%でも 4株が発育Lた
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成績になり而趨性の強いことを示している。著者の
33株の成績では第 7表の如くで 0.5%で全株が発
育， 2.5%で 3株が阻止せられ， 5.0%では 18株が 
阻止され， 7.0%では僅に 1/3が発育可能であり， 
10.0%では全株が阻止された。 A群に比し B群の菌
種群では食塩耐性の低いことが特徴的に現われて
しる。特に polymyxa-maceransgroup. brevis 
groupが感受性が高レのが持異的である。
第 7表食塩に対する抵抗性
(数字は各濃度に於ける発育菌株数〉
--------下~一種一~一Na一Clー一C% 。一): 0.5 2.5 5.0 7.0 10.0菌 J
B.polymyxa 。。。 
macerans 。B.circulans 6 6 6 5 5 。B. alvei 3 3 3 3 3 。3 3 3 2 2B. laterosporus 。

。

B. brevis 9 9 7 5 1 
計 33 33 30 15 11 
蕉糖: ベプトン7.Kvこ10，20，30，40%の濃度に
震糖を加えた培地に菌を移植して実験した。その成
績は 10%では 33株全株が発育し， 20%で 32株，
30%で 31株， 40%で 15株が増殖可能であった。
山崎の成績に比し梢々熊糖耐性の強い結果が出た。
者 按
自然界に於ける芽胞菌の各菌種別の分布について
はあまり正確な資料がない。空気，土壊，食品，腐 
敗物の分離材料によって或は分離時期によって具つ
た検出率が示されるに違いない。併しいかなる場合
にも B.subti1is，B. circulans，B. megtherium 
等によって代表される Smithの Group1. Ber-
geyの A群に属する菌株が過半数を占めることが
予想される。 Smithの collectionについての記載
でも 62~65% が Group 1である。 Grouprに
ついては Smithの場合は B.circulans，B. bre-
vis，B. stearothermophi1usが大きな分布を示
し B.macerans，B. polymyxaがこれに次ぎ B.
alvei，B. laterosporusは小さい比率を占めてい 
る。著者の col1ectionは自然物に於ける分布につ
いては特に留意したものではなし、が，矢張り B.
brevis，B. circulansの菌株数が多い。 B.poly-
myxa，B. maceransが比較的多いのは特に Gasf-
orimng baci1liを集めたからである。著者の蒐
集菌株は 100株を超えたが atypicalのものが多く
過半数は将来の研究に残し 33株に限定した。菌種
の同定に際しては Smithの記載が最も権威がある 
ことを知りその助けによった。只 B.circulansの
typicalの株が見出されなかったこと， B. latero・
sporusの同定に梢々疑問があることについては尚 
研究を進めて見たい。叉 B.polymyxaとB.ma句 
ceransの異同Iこついては苦心して調べたが充分納
得し、く所まで、理解出来なかった。分離菌株の示す生
化学的性状のうち食品腐敗細菌としての立場から，
窒素化合物の分解と澱粉水解作用について特に注意
して観察した。蛋白質の分解については Gelatin
の液化， caseinの水解等の活性が全般的に強いの
であるが， Gelatin液化陰性株と casein水解菌株
との聞に関連はない。食品に単独移植しての腐敗力
の官能試験の成績は必ずしも統一牲がなく，加熱魚
肉と生魚肉の腐敗に対する態度が互いに相違してい
る菌株が相当に見られた。叉し、ずれの実験でも菌株
による差異があったがアンモニヤ態窒素の産生量か
ら判断すれば殆んど全株が可成強いアンモニヤ産生
作用が見られた。 B.brevisの各株が AH-6株を
除いて魚肉を赤愛させる如き愛化を示して特徴を現
わした。第 3陛!に見る様に同じ菌株を好タ牲と嫌気
性で腐敗させて著明な差異をもって好気性腐敗が優 
勢であったのはこれらの菌が嫌気的条件ではより弱
し、腐敗菌としての活動しか示さないことを証明した
もので興味j熱、。叉ヌド菌屑がアミン産生菌としては
著明でなくむL.iSアミ y分解作用がより強く， B. 
brevisの或株がヒスタミシの 75%を酸化したこと
は注目に値する。蛋白分解酵素の酵素学的の研究に
ついては立柄が目下研究を進めているのでこ Lでは
特に深く追求しなし、でおし、た。 B.brevis，B.lat-
erosporus が米飯に~化を与えなし、ことは，芽胞菌 
の中で特異的の存在で，植物性食品の愛敗にも菌種
別の差異の著しいことを示す好例である。蛋白質，
澱粉質の混合されたねり製品の腐敗にも菌種，菌株
別の相違が相当に認められた。抗菌物質に対する感 
受牲が高いことが木菌属の特徴の一つに数えられて
いる。著者の分離株についても aureomycin，str-
eptmycin，chloromycetin等に感受性が高くいず
れも 10 r/ccで発育する抵抗株はなく， l.0 r/ccで
阻止される株が過半数であった。但し penicillin 
に対し顕著な抵抗菌が存在してし、た点は興味深い乙 
とでこれらの株が B.brevisで、あった事に意味が 
あるか否かは今後注意して観察する必要があらう。
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総括
著者は好気性芽胞細菌のうち芽胞が随円形でスポランジアが明確に膨隆する如き形態を示す
菌種群 33株について， 分類学的な検討を行った後食品細菌として各種の性状を調べ腐敗細菌
としての意義を検討して概略次の如き成績を得た。 
1. 分離菌株を Smith及び Bergeyの記載を参考として分類した結果， polymyxa・mac-
erans group 12株， B. circulans 6株， B. alvei 3株， B. la terosporus 3株， B. brevis 
9株となった。 
2. Gelatin液化， casein水解等の窒素化合物特に蛋臼質の分解作用は全般的に強く菌種，
菌株別の相違はそれ程著明でなかったO 澱粉質水解菌株と蛋白質分解菌株との問に意味のある
関連は見出されていない。 
3. 加熱魚肉，生魚肉に単独移植された菌は一般によく増殖し魚肉を魔敗させるO 加熱魚肉
では B.polymyxa，B. brevisの各株が強く B.circulans，B. la terosporusは比較的弱
'い。生魚肉では菌株による差違が顕著で加熱魚肉で弱かった B.circulansの中に強力な魔敗
力を示すものが見出された。 
4. 米飯を変敗させる菌種は澱粉水解力|易性株に於て著明であったが B.la terosports，B. 
brevisの如く澱粉を醗酵しない菌種では総て米飯にすえた様な変敗を与えないことがわかっ 
fこO
魚肉ねり製品に対する作用も全般的に強いものがあったが澱粉分解作用を示さない菌株 5. 
でもねり製品にねとを発生させる株が見られた。 
6. 魚肉について NH3・N の産生を見ると各菌種共 48時間で 30mgμ を超え 76時間では 
100mg以上に達するものが少くなかった。 pH値は下降することなく直に上昇するが 8.6程度
に止った。嫌気的に増殖した場合は好気的の場合に比してアンモニヤの蓄積は極めて微量であ
ったO 
7. ヒスタミン産生菌株は見出されなかったがヒスタミンを酸化させる菌株は相当数に認め
られた。 
8. chlortetracyc1ine，chloramphenicol，streptomycin ~こ対する感受性は全株に於て
高く 10γ jccで増殖する株は見出されなかったopenicillin に対して B.alveiの各株が強い
抵抗性を示し一万単位耐性菌が見出されたが他の菌種では概 10単位以下 B.polymyxaでは 
0.6単位で阻止された。フラン誘導体に対しでも感受性が高く，耐性株は見出されなかった。 
9. 食塩に対する抵抗性は Group1の菌種群に比して梢々低く 10% NaClに抵抗する菌
株は見られなかった。

本論文の要旨は昭和 32年 7月日本衛生学会総会並に第 13回禽研集談会に於て報告した。

終りに終始御指導を賜り御校閲の労を戴し、た相磯教授に深甚の謝意を表し，種々御指導を事('v、
た東京医科歯科大学柳沢文徳教疫に感謝し併せて教室員各校の御援助に御礼を巾_J:げます。叉貴
重な菌株を分与して下すった東大農学部坂口研究室， 日本生物科学研究所に謝意を表します。
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